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お気に入りのおもちゃで遊ぶ子ども達

「あそびの広場 開設」

天
候
を
気
に
せ
ず
親
子
で
楽
し
め
る

　

～
社
協「
あ
そ
び
の
広
場
」の
開
設
～

　

少
子
化
と
人
口
減
少
が
進
む
と
い
う

こ
と
は
、
地
域
の
子
育
て
環
境
に
も
影

響
し
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
る

と
、
近
所
に
同
年
代
の
子
ど
も
が
い
な

い
、
遊
び
相
手
が
見
つ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
状
況
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
地
域
の
中
で
自
然

に
見
ら
れ
た
「
子
ど
も
に
よ
る
外
遊
び

の
に
ぎ
わ
い
」
や
「
親
同
士
の
つ
な
が

り
」
が
、
少
子
化
が
進
む
と
と
も
に
薄

れ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
同
士
が
関
わ
り

合
う
機
会
が
減
る
こ
と
で
、
遊
び
を
通

し
た
学
び
に
よ
る
社
会
性
が
育
ち
に
く

く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
人
口
が
減
る

こ
と
で
、
保
護
者
同
士
が
出
会
う
機
会

も
限
ら
れ
、
子
育
て
の
悩
み
を
共
有
し

に
く
い
環
境
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
近
年
の
気
候
変
動
に

よ
る
夏
季
の
猛
暑
日
の
増
加
や
熱
中
症

対
策
の
ほ
か
、
冬
季
の
積
雪
な
ど
に
よ

り
子
ど
も
が
屋
外
で
安
全
に
遊
ぶ
こ
と

が
難
し
い
状
況
が
増
え
て
い
た
り
、
ア

パ
ー
ト
等
の
集
合
住
宅
で
暮
ら
す
子
育

て
世
代
も
多
く
、
周
辺
に
十
分
な
遊
び

場
が
な
い
こ
と
や
、
室
内
で
自
由
に
体

を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
、
世
代
や
性
別
を
超
え
て
地
域
の
住

民
同
士
が
つ
な
が
る
拠
点
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
天
候
や
居
住

環
境
に
左
右
さ
れ
ず
子
ど
も
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
室
内
の
遊
び
場

を
整
備
す
る
こ
と
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境

あ
そ
び
の
広
場
の
開
設

自由に遊べる遊具

　

最
近
で
は
、
夏
の
厳
し
い
暑
さ
、

冬
の
雪
や
寒
さ
、
雨
や
台
風
な
ど
の

気
象
条
件
に
よ
っ
て
外
遊
び
が
難
し

い
日
が
多
く
、
ま
た
子
ど
も
が
日
常

的
に
遊
べ
る
場
所
が
自
宅
周
辺
に
十

分
に
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
保
護
者

か
ら
は
子
ど
も
が
安
心
し
て
体
を
動

か
せ
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
室
内
の

遊
び
場
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

本
会
で
は
、
親
子
で
ゆ
っ
た
り
過

ご
せ
る
室
内
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
毎

週
月
曜
日
に
大
宮
町
福
祉
会
館
を

「
あ
そ
び
の
広
場
」
と
し
て
開
放
し
、

自
由
に
遊
べ
る
遊
具
や
交
流
の
場
を

備
え
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
支
え
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
子
育
て
家
庭
の
憩
い
の
場
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
地
域
の
中
で
親
子
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
広
げ

て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
つ
な
が
る
大
切
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「あそびの広場 開設」

の
活
躍
の
場
と
す
る
た
め
、
６
月
か
ら

大
宮
町
福
祉
会
館
で
「
あ
そ
び
の
広
場
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

開
設
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週
月
曜

日
の
９
時
30
分
～
14
時
30
分
ま
で
で
、

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
末
現
在
で
の
参
加
人
数
は

１
１
３
人
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
は
興
味
の
あ
る
も
の
に
触
れ
、
自
由

に
遊
ん
で
い
る
ほ
か
、
親
同
士
で
の
会

話
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流

が
生
ま
れ
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
季
期
間
に
は
対
象
の
範
囲

を
０
歳
～
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
へ
広
げ
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
と
の
交
流
を
作

り
、
孤
立
し
な
い
子
育
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
地
域
の
大
人
が
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
支
え
る
こ
と
で
地
域
の

福
祉
力
を
高
め
ま
す
。

　
「
あ
そ
び
の
広
場
」
で
は
、
利
用
し
た

人
が
気
軽
に
子
ど
も
服
を
「
ゆ
ず
る
」、

「
も
ら
う
」
こ
と
の
で
き
る
、
子
ど
も

服
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、
子
育
て
世
代
に
無
償
で
子
ど
も
服

の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
服
の
リ
ユ
ー
ス

「あそびの広場」子ども服リユースコーナー

「夏季特別版　あそびの広場」　

大宮織物ホール（大宮町周枳 1）場所

7 月 19 日・26 日、8 月 2 日・9 日
（いずれも日曜日）日付

9：30 ～ 14：30時間

０歳～小学校低学年までの子どもとその保護者対象

市内中学校在校生対象

『制服リユース事業』寄付・ゆずり受け受付のご案内

寄付・譲渡の対象物品

現行モデルの

制服・体操服・柔道着

　毎週の「あそびの広場」とは違い、エアー遊具の設
置や親子で工作を楽しめるコーナーなどを設ける他、
日替わりでオリジナルエコバックづくりや紙芝居、篠
笛の演奏等を予定しています。

　成長や破損により新たな制服等が必用な生徒に無償で提供しています。

ゆずり受けを希望される人は各支所へ
お問い合わせください。

これまでに寄付で集まった制服、
柔道着等があります。
詳細はこちらの二次元コードから

至峰山

至与謝野

山
陰
近
畿
自
動
車
道

セントラーレ
・ホテル京丹後

京丹後市立
大宮中学校
京丹後市立
大宮中学校

市大宮庁舎市大宮庁舎

ローソン
大宮町周枳店
ローソン
大宮町周枳店

京丹後市立
大宮こども園
京丹後市立
大宮こども園

★会場
大宮織物ホール
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令
和
７
年
度
は
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増
加
と
、
人
口
減
少
や
高

齢
者
の
就
労
増
加
な
ど
に
よ
り
在
宅
介
護
が
難
し
く
な
り
、
施
設
入
所
が
増
え

る
一
方
で
訪
問
介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
京
丹
後
市
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ
く
じ
ゅ
で
は
、
入
所
者
が
一
日
平
均

95
・
８
人
と
過
去
最
高
と
な
り
、
本
会
の
令
和
７
年
度
決
算
を
大
き
く
支
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
丹
後
市
役
所
増
築
棟
工
事
に
伴
い
、
昨
年
の
８
月
か
ら
峰
山
庁
舎

２
号
館
に
峰
山
支
所
が
移
転
し
、
さ
ら
に
本
年
５
月
か
ら
は
大
宮
庁
舎
に
大
宮

支
所
が
入
る
な
ど
、
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
支
所
が
市
役
所
庁
舎
内
に
入
り
、

市
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
、
福
祉
の
両
輪
と
し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る
体

制
が
整
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
つ

な
が
っ
た
ほ
か
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
常
設
化
し
た
こ
と

で
食
品
等
の
支
援
が
即
時
対
応
可
能
と

な
り
、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
進
め
る
支
所
職
員
を
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
務
さ
せ
る

こ
と
で
、
総
合
相
談
機
能
や
地
域
の
支

え
合
い
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

市
民
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場

づ
く
り
と
し
て
、
共
同
募
金
の
配
分
金

を
活
用
し
て
「
ふ
れ
あ
い
居
場
所
づ
く

り
助
成
事
業
」
を
新
た
に
創
設
し
、
誰

も
が
地
域
で
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ

う
、
地
域
や
福
祉
委
員
の
実
施
す
る
居

場
所
づ
く
り
や
交
流
の
場
づ
く
り
を
支

援
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
開
催
し
、
理

学
療
法
士
に
よ
る
運
動
指
導
、
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
指
導
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
、
集
団
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

の
参
加
者
の
中
で
、
介
護
予
防
が
必
要

な
高
齢
者
を
本
会
の
「
健
や
か
生
き
が

い
教
室
」
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
有
償
運
送
事
業
で
は
、

利
用
者
が
減
少
す
る
中
で
、
事
業
継
続

を
考
え
て
料
金
の
見
直
し
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

京
丹
後
市
や
さ
か
老
人
保
健
施
設
ふ

く
じ
ゅ
で
は
、
市
へ
の
申
請
と
議
会
で

の
議
決
を
経
て
、
令
和
８
年
４
月
か
ら

第
２
期
指
定
管
理
を
受
託
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
利
用
者
減
少
で

運
営
の
厳
し
い
久
美
浜
訪
問
介
護
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
久
美
浜
町
エ
リ
ア
を

峰
山
町
、
網
野
町
に
拡
大
し
、
立
て
直

し
を
図
り
ま
し
た
。

　

本
会
と
し
て
は
、
判
断
能
力
に
不
安

の
あ
る
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉

士
等
に
よ
る
法
人
後
見
準
備
会
を
立
ち

上
げ
て
協
議
し
、
令
和
８
年
４
月
か
ら

法
人
後
見
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

令和７年度事業報告・決算

令
和
７
年
度
事
業
報
告

令
和
７
年
度
事
業
報
告

令
和
７
年
度
事
業
報
告

令
和
７
年
度
事
業
報
告

　

事
業
計
画
で
は
、「
支
え
合
う
人
づ
く

り
」「
安
心
・
安
全
の
仕
組
み
づ
く
り
」

「
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
」「
生
涯
現
役

を
支
え
る
環
境
づ
く
り
」
と
、
さ
ら
に

「
社
協
運
営
の
基
盤
づ
く
り
」
を
加
え
５

つ
の
目
標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

広
報
「
こ
こ
ろ
」
やInstagram

・

Facebook

を
活
用
し
て
、
地
域
の
福

祉
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
発
信
を
し
た

ほ
か
、
年
度
末
に
は
福
祉
活
動
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
「
つ
な
が
る
絆
フ
ェ

ス
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
８
０
０
人

を
超
え
る
市
民
が
来
場
さ
れ
、
本
会
の

活
動
や
市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
寄
付
さ
れ
た
市
内
中
学
校

の
制
服
を
、
必
用
な
生
徒
に
無
償
提
供

す
る「
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
」を
開
始
し
、

支
え
合
う
人
づ
く
り

安
心・安
全
の
仕
組
み
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

社
協
運
営
の
基
盤
づ
く
り

生
涯
現
役
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
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令和７年度決算報告（事業活動計算書）

収入額合計　8億6,672万円 支出額合計　8億6,879万円

前年対比4.9％増（4,065万円） 前年対比4.8％増（3,954万円）

会費収入 1,295

その他収入 922

補助金収入7,661

事業費支出
15,852

事業収入 760

寄附金収入 272
障害者福祉サービス等
事業収入 1,293

受取利息配当金収入 306

受託金収入
14,917

介護保険収入
59,246 人件費支出

66,726

事務費支出1,382
助成金支出 791
負担金支出 148 減価償却費支出585

その他支出 1,395

（単位：万円）（単位：万円）

令和７年度事業報告・決算

事業項目 決算額 主な事業内容

法人運営事業 8,075 理事会・評議員会の開催、各種部会及び委員会の開催、社協職員研
修費用及び社協運営費用など

地域福祉活動事業 250 つながるオムツ宅配便事業、制服リユース事業、フードパントリープロ
ジェクト、雪下ろし助成金、広報紙作成など

居宅介護等事業 4,441 訪問介護サービス及び障害居宅介護サービスの実施、エリアを久美浜町域だけで 
なく峰山町域や網野町域まで拡大実施など

老人デイサービス受託事業 5,954 網野デイサービスセンターの運営など

生活支援体制整備事業 919 高齢者等見守りネットワークの運営、介護予防教室の実施のほか支所に生活
支援コーディネーター（SC）を配置など

生活困窮者自立支援事業 4,804 行政と連携した地域共生ステーションの実施にあたり、コミュニティ
ソーシャルワーカー（CSW）を支所に設置

権利擁護支援体制整備推進事業 394 成年後見制度の普及・啓発及び法人後見の検討、権利擁護支援者養
成講座の開催など

福祉サービス利用援助事業 795 認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等で判断能力が不十分な状態
にある人への金銭管理等日常生活支援の実施など

生活福祉資金貸付事務受託事業 1,036 京都府社協の行う生活福祉資金の貸付に伴う申請事務等の実施、コロナ禍で実
施された特例貸付の借入者に対するフォローアップ相談・支援事業の実施など

ボランティア基金 444 ボランティア活動のシーズとニーズをマッチングするボランティアセン
ターの運営、ボランティア活動団体への助成事業など

福祉金庫等貸付事業 1 旧町社協における資金貸付に対する償還事務の実施など

共同募金配分金事業 556 京丹後市共同募金委員会からの配分金を活用して、これまでのサロンなど住民の
交流や居場所づくりに助成するとともに、新たに福祉委員の活動を助成するなど

介護老人保健施設運営事業 56,355 京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅの指定管理制度による運営

健やか生きがい教室事業 1,569 支援が必要な 65 歳以上の高齢者を対象に、大宮会場（火〜金）、丹後会場（毎週水）
久美浜会場（毎週水）、網野会場（毎週金）にて体操や手芸、レクリエーションを実施。

福祉有償運送事業 1,286 身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の所持者及び要介護 ･ 要
支援認定者等で公共交通機関の利用が困難な方の通院や行政手続き等の外出支援

合計 86,879

サービス区分別支出決算額 （単位：万円）
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令和７年度事業トピックス

地域の “地域の “巡巡
じゅんじゅん

活活
か つか つ

結結
ゆゆ

””
として歩んだ一年として歩んだ一年

笑顔が巡るまちへ笑顔が巡るまちへ

広がるボランティアの輪

地域に出向き、人と出会い、つながり、また次の笑顔へ。
令和７年度、本会は地域共生ステーションを中心に、 
“ 人と人が自然につながっていくまち ” を目指して活動してきました。

地域のあちこちで生まれた小さな出会いが、
 やさしいつながりとなって広がっていく—— 
そんな一年でした。

　ボランティアセンターには 2,105 人、83 のグループ登録があり、その内 29 の団体へ
ボランティア基金からの助成による活動支援を行いました。
　また、センターに寄せられた相談の多くは「地域行事へのボランティア派遣依頼」で、
センターでは丁寧につないで、多くの登録団体が地域で活躍されました。
　センターの公式 LINE では、ボランティア募集を通じて 「こんな活動があるなら参加し
てみたい」という声が増え、ボランティア活動と参加者の思いが、自然とつながる流れが
できました。 

施設イベントで演奏するボランティア ボランティア講師による手話体験
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令和７年度事業トピックス

支え合える人と人

　地域の中には、誰かの小さな行動が、そっと次の誰かの笑顔につながっていく瞬間があ
ります。 本会では、支え合いの輪がさらに広がるよう市内小中学校 4 校で福祉学習を支
援したほか、地域のサロン等でふくし出前講座を 37 回開催するなど、「ふくし活動の種蒔
き」を行いました。
　そのほか、ボランティア講座や担い手養成講座を通じ、「誰かの力になりたい」という
思いを持った人材を養成したほか、各地区の福祉委員の活動を支える助成制度が始まり、
125 の団体を支援しました。

地域×大学生企画イベント

コミュニティカフェのひと時

社協職員によるふくし出前講座の様子

サロンスタッフの寸劇を楽しむ親子

7



令和７年度事業トピックス

介護事業の取り組み 

ふれあいの居場所づくり

　京丹後市やさか老人保健施設ふくじゅでは、 年
間の平均入所者数が過去最高の 95.8 人となり安
定した運営となりました。
　京丹後市網野デイサービスセンターでは、看護
職の複数体制が整ったことで、一人ひとりの身体
状況に合わせた、より丁寧な機能訓練ができまし
た。
　久美浜訪問介護では、事業エリアを峰山町と網
野町にも広げ、ヘルパーの不足している地域にも
訪問できるようにしました。また障害福祉の居宅
介護にも積極的に取り組み、利用者数の増加につ
ながっています。

　赤い羽根共同募金からの配分金を
活用し、新たにふれあいの居場所づ
くりに対する助成制度が始まり、137
の団体に活動助成を行いました。
　お茶を飲みながら話したり、子ど
もと高齢者が自然に交わったりでき
る、ふれあいの居場所づくりを応援
します。

生活を支える介護職員

食でつながる「こども食堂」

子どもも一緒にサロンの準備 多世代でのふれあい 未来の担い手を養成
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令和７年度事業トピックス

暮らしに「安心」を

　「まだ使えるものを誰かに届けたい」という気持ちが、子育て世帯の助け合いにつながり、
やさしさがめぐる仕組みとして 「制服リユース」事業を始めました。年間を通じ、制服や
柔道着など 80 着が集まり、その内 19 着が希望者の手に渡りました。

　また、「つながるオムツ宅配便」事業では、協力者であるオムツ配り隊 35 人により
239 件の訪問が実施され、オムツの配布と子育て情報の提供や相談支援が行われました。

　権利擁護では、判断能力に不安がある人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる
ように、福祉サービス利用援助事業で 82 人の生活に寄り添ったほか、認知症や知的障害、
精神障害などによって物事を判断する能力が十分ではない人を支援する成年後見制度の周
知を図りました。また本会では、成年後見制度における法人後見に取り組むべく準備会を
立ち上げて検討し、令和 8 年 4 月から実施することになりました。

包括的支援について多事業所で学び合う

地域の支え合いを支えるために、 私たち自身も学び続けています。 
職員研修やオフサイトミーティングでは、 互いの思いや気づきを共有し、 “ 市民と
ともに歩む社協 ” としての姿勢を深めてきました。
小さな気づきが、地域の大きな力になる—— そんな思いを胸に、これからも活動
を広げていきます。
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評議員及び理事の退任ついて
この度の改選により下記のかたが退任されました。
地域福祉活動の推進にご尽力いただきありがとうございました。（敬称略）

任期：令和 11 年定時評議員会の終結の時まで

新評議員
区分 氏名 備考

自治会代表

藤　 村　 信　 行 峰山町
矢　 野　　 　 徹 大宮町
藤　 田　 政　 巳 網野町
吉　 岡　　　 勇 丹後町
吉　 岡　　　 学 弥栄町

老人組織代表 難　 波　 澄　 雄 丹後町

区分 氏名 備考
その他団体、組織代表 金　 子　 泰　 治 綾部市

地域福祉委員
代表

尾　 崎　 多 佳 子 峰山町
草　 本　 篤　 志 網野町
永　 島　 滋　 彦 丹後町
芝　 野　 吉　 実 久美浜町

退任評議員
藤　 村　　　 武 中　 西　 眞 一 郎 浅　 田　 茂　 幸
岡　 田　 憲　 孝 上　 田　 　　 稔 野　 波　 雄 二 郎
岩　 渕　 祐　 子 上　 田　 貴　 志 中　 田　 裕　 雄
中　 江　 純　 子 安　 井　 岩　 夫

退任理事
梅　 田　 利　 也 岡　　　 眞　 子

任期：令和 9 年定時評議員会の終結の時まで

新理事
区分 氏名 備考

自治会代表 上　 田　　　 稔 弥栄町
区分 氏名 備考

女性組織代表 東　　　 美 知 子 丹後町

評議員・理事交代と介護サービス等アンケート結果

選出団体の役員交代に伴う本会評議員及び理事の交代がありました。
評議員については 6 月 16 日の評議員選任・解任委員会で、理事については
6 月 26 日の定時評議員会で新たに選任されました。（敬称略）

新評議員及び新理事の選任ついて

介護サービス及び障害サービス等

利用者
アンケート結果

　網野デイサービスセンターや久美浜介護サービス事業等では、利用者等
の意見を参考にしてサービス向上を図るため、毎年アンケートを実施してい
ます。
　令和７年度のアンケート結果の詳細は、二次元コードからご確認ください。

網野デイサービスセンター
アンケート結果
実施期間：令和８年１月
対象者数：５９人
回答者数：５５人
回 答 率：９３. ２％

久美浜介護サービス事業等
アンケート結果
実施期間：令和７年１０月
対象者数：４１人
回答者数：３７人
回 答 率：９０. ２％

№ 質問 非常に
満足 満足 普通 不満 非常に

不満 無回答

1 職員の対応について、言葉づかいや態度は
丁寧ですか？ 19 26 10 0 0 0

2 恥ずかしい思いをするなど、プライバシー
に配慮する事ができていますか？ 13 24 16 0 0 2

3 職員はあなたの要望をよく聞いてくれます
か？ 22 24 8 0 0 1

4 困ったときに相談しやすい雰囲気ですか？ 15 24 16 0 0 0
5 送迎について運転や職員の対応は丁寧です

か？ 24 24 6 0 0 1
6 入浴の際、職員の介助は丁寧で安心できま

すか？ 19 25 10 0 0 1
7 食事の味付けやボリューム、盛り付けに満

足していますか？ 12 33 6 0 0 4
8 室内は清潔で、心地よく過ごせる環境です

か？ 10 33 7 0 0 5
9 機能訓練が生活機能維持や向上に役立って

いると感じますか？ 9 25 15 1 0 5
10 レクリエーションや活動について興味がも

て、楽しいと思える内容になっていますか？ 8 28 15 0 0 4
11 デイサービスに来るのが楽しみですか？ 11 32 7 0 0 5

№ 質問 満足 やや
満足 普通 不満足 やや

不満足 無回答

1 安心してサービスを受けることができていますか。 30 4 3 0 0 0
2 ヘルパーは「笑顔」「親近感」はありますか。 32 2 3 0 0 0
3 ヘルパーの身だしなみはきちんとできていますか。 32 3 2 0 0 0
4 ヘルパーの言葉遣いや態度は、ていねいで

気持ちの良いものですか。 32 3 1 0 0 1
5 ヘルパーは物品の取り扱いをていねいに

行っていますか。 28 6 3 0 0 0
6 ヘルパーが提供するサービスの質や技術に

満足していますか。 31 5 1 0 0 0
7 ヘルパーはあなたの話を親身になって聞い

てくれますか。 33 2 2 0 0 0
8 要望や不満等をヘルパーに対して伝えるこ

とができていますか。 26 3 5 0 0 3
9 ヘルパーに気軽に声をかけることができますか。 29 4 2 0 0 2
10 ご本人、ご家族のプライバシーや個人情報をヘルパー

は守ってくれていると思いますか。 30 3 2 0 0 2
11 急用があったとき、ヘルパーは訪問日時の

変更を聞いてくれますか？ 29 1 5 0 0 2
12 ヘルパーを利用するようになって、自分でもしてみようと思

えることが増えたり、気持ちが明るくなったと感じますか。 22 8 4 0 0 3

（順不同）
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意
分
野
を
活
か
し
な
が
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話
を
聞
き
、
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解
決
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ま
す
。

　

体
験
し
た
人
権
擁
護
委
員
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は
、

「
登
場
人
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を
京
丹
後
市
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置
き
換
え

る
と
、
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少
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気

づ
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同
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よ
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り
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。
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テ
ィ
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ピ
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講
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で
実
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て
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困
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地
域
を
つ
く
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た
め
に
で
き
る
こ
と

を
、
一
緒
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み
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京
丹
後
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に
は
福
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ビ
ス
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る
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な
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し
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し
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時
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し
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ぐ
た
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テ
ィ
コ
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ピ
ン
グ

で
す
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こ
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は
、
地
域
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人
や
資
源
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つ
な
ぎ
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困
り
ご
と
に
気
づ
き
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支
援
に
つ
な
げ
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社
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の
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組
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ー
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で
楽
し
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学
ぶ
こ
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で
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ま
す
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本
会
で
は
、
６
月
29
日
に
開
催
さ

れ
た
、
京
丹
後
人
権
擁
護
委
員
協
議
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の
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修
会
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、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー

ピ
ン
グ
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取
り
入
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ま
し
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ゲ
ー
ム
の
中
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地
域
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困
り

　

そ
こ
で
、
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地
区
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集
会
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を
め
ぐ
っ
て
交
流
の
場
を
つ
く

る
「
カ
フ
ェ
た
け
の
こ
」
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企

画
さ
れ
ま
し
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福
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31
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し
ま
し
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。

　
「
小
さ
な
区
だ
け
ど
、
普
段
の

生
活
で
は
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会
わ
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こ
と
が

少
な
い
」
と
話
す
参
加
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も
あ

り
、
ま
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子
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も
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小
さ
か
っ

た
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の
懐
か
し
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話
や
、
最
近

気
に
な
っ
て
い
る
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と
を
語
り

合
い
、
ゆ
っ
く
り
交
流
で
き
る

カ
フ
ェ
に
な
り
ま
し
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。

　

京
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後
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に
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、
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地
域
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ニ
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ィ
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に
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課
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
、

地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
仕
組

み
「
地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
あ
り
ま
す
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本
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で
は
、
支
所
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
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（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
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置
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困
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ご
と
や
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援
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必
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に

気
づ
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窓
口
と
な
る
ほ
か
、
住

民
主
体
の
居
場
所
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
丹
後
地
域
共
生
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
か
ら
、

竹
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　

竹
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
竹

野
区
・
宮
区
・
牧
の
谷
区
・
願

興
寺
区
・
家
の
谷
区
・
筆
石
区
・

乗
原
区
・
此
代
区
の
８
地
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で

構
成
さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
参
加
す

る
福
祉
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会
を
中
心
に
地
域
の

課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、

地
域
内
で
の
交
流
や
困
り
ご
と

の
把
握
が
難
し
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

地域共生社会に向けた取組

地域のつながりづくりを応援する
地域共生ステーション

珈琲の香りに包まれながら談笑

必要な助けを届けるための気づきと行動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

  

コ
ー
ピ
ン
グ
で
学
ぶ

11



発行／社会福祉法人　京丹後市社会福祉協議会
〒 627-0111 京都府京丹後市弥栄町溝谷 3464 0772-65-2100 0772-65-3294
E-mail:info@kyotango-shakyo.jp

峰 山 支 所
大 宮 支 所
網 野 支 所
丹 後 支 所
弥 栄 支 所
久美浜支所

（市峰山庁舎2号館内　TEL62-4128）
（ 市 大 宮 庁 舎 内　TEL64-2037）
（網野健康福祉センター内　TEL72-0797）
（ 市 丹 後 庁 舎 内　TEL75-0808）
（ 市 弥 栄 庁 舎 内　TEL65-2100）
（市久美浜庁舎内　TEL82-0008）

つながるオムツ宅配便

こちらから
お申し込み
ください。

善意のご寄付
あたたかいお気持ちをいただき、ありがとうございました。

（令和 8 年 5 月 1 日～令和 8 年 6 月 30 日受付分）

供養として
吉岡　厚司　様（弥栄町）	 1,000,000 円	 亡父 徳男様

釣銭の一部を寄付
小市郎商店お客様	 1,131 円

地域福祉事業へ
株式会社ベルマリエ様（通算 239 回目）	 6,000 円
株式会社山翠園様	 22,260 円

社会福祉協議会会員加入のお願い
令和８年度社協会費納入のお願い
　皆様からお寄せいただく会費は、高齢者の見守り活
動、子育て支援、災害時の支援体制づくり、ボランティ
ア活動の支援など、地域福祉のさまざまな取り組み
に活用します。
　地域をより良くするための貴重な財源です。引き続
き、皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げます。

　将来に備えるための制度やエンディングノートについて
学び、自分らしい暮らしをまもるヒントを紹介します。

　満１歳までの子どもを養育
している家庭を、おむつ配り
隊（訪問支援員）が訪問し、
おむつ等の育児用品とともに、
子育てに関するサービ
スやサロン等の情報を
届けます。

※�毎月 上限に達し次第終了させ
ていただきます。

一般会費 一口  1,000 円

賛助会費 3,000 円以上

ふるさと会費 3,000 円以上

▶
社
協
Ｈ
Ｐ

▶Instagram

▶Facebook

▶
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

▶
ふ
く
じ
ゅ

成年後見制度普及 ・ 啓発講演会

～安心の準備 はじめの一歩～

令和 8 年 8 月 24 日（月）13：30 ～ 15：30日時
峰山総合福祉センター 2 階 コミュニティホール会場
①１３：３０～（60分）
　講演「安心して暮らし続けるために今できること」
　福知山公証役場　公証人　梶木新一氏
②１４：４０～（50分）
　講演「いつまでも自分らしく」
　京都地方法務局　京丹後支局　高宮知範氏

内容

電話か FAX で 8 月 20 日までに
京丹後市社会福祉協議会
電話：65-2100　FAX：65-3294

申込
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